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Comparison between arithmetic department  
and Japanese expression in the course in mathematics 
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なる。そのうち、日本国籍を持たない児童生徒数は 27013 人で、日本国籍を持つ児童生徒数は 6171
人である。これらの数字は、前回調査よりも増加しており、教育現場では JSL 生徒たちへの日本語指
                                                          
1 JSL は Japanese as a second language の略である。 
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2 文部科学省(2013)は、全都道府県で日本語指導が必要な児童生徒数が 270013 人であると発表している。 
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ている教材である。教材は、中学校 1 年生から 3 年生、高等学校の数学Ⅰの教科書を分析対象とした。
創価大学大学院紀要・第 38 集・2016 年 12 月 
－ 206 － 





小学校 1 年生 『ずけいと文しょうだい小学 1 年』（大創出版） 
小学校 2 年生 『図形と文しょうだい小学 2 年』（大創出版） 
小学校 3 年生 『図形と文章題小学 3 年』（大創出版） 
小学校 4 年生 『わくわく算数 4 上』（啓林館） 
小学校 5 年生 『わくわく算数 5』（啓林館） 
小学校 6 年生 『わくわく算数 6』（啓林館） 
中学校 1 年生 『新しい数学 1』（東京書籍） 
中学校 2 年生 『新しい数学 2』（東京書籍） 
中学校 1 年生 『新しい数学 3』（東京書籍） 
高等学校 1 年生 『数学Ⅰ』（数研出版） 













                                                          
3 『日本語表現文型中級Ⅰ・Ⅱ』と『ニューアプローチ 中上級日本語』は機能・概念シラバスの教材である。機
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表 2 数学科の四則計算で使用されている日本語の表現 
 
しかし、算数科における四則計算の表現は、数学科と異なる。以下は、四則が初めて登場する小学
校 1 年生から 3 年生を対象とした算数科における問題文である。 
 
(1) りんごが 10 こ あります。5 こ もらいました。りんごは ぜんぶで なんこになりました
か 
(2) おりがみが 10 まい あります。3 まい つかいました。のこりは なんまいですか。 
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(3) 1 さらに りんごが 2 こずつ のって います。3 さら分では、 りんごは ぜんぶで 何こ
に なりますか。 
(4) 27 この消しゴムを同じ数ずつ 3 人で分けると、1 人分は何こになりますか。 
 
以上の問題文は、昇順に足し算、引き算、かけ算、わり算となっている。足し算と引き算は小学校
1 年生、かけ算は小学校 2 年生、わり算は小学校 3 年生で初めて導入される。ここで注目したいのは、

























表 3 算数科における四則計算の表現 
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る」の 4 点に関しては、数学科独自の表現で、証明問題などで使用されている表現である。 
次に、算数科で使用されている条件文について確認する。算数科で使用されている条件文について
は、表 5 にまとめた。 
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～と 
～たら 





(5) テープを 6m 買うと 270 円でした。1m のねだんは何円ですか。 















1m のテープが 45 円だということがわれば、6m のテープが 270 円になるのは必然的である。つまり








(7) 1.4 ℓのすなの重さをはかったら、2.6.kg ありました。このすなの 1ℓの重さは何㎏ですか。 
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この説明から（5）の内容を考察すると、X は 1.4ℓの砂の重さを量るということであり、Y はそれ




































V せよ／Ve よ 
～Ve 
表 6 数学科で使用されている命令文 
 




(9) 次の x、y の関係を式に表しなさい。 
(10) 次の 2 次方程式を解け。 




「V よう」「V ましょう」については、算数科の命令文で後述するとして、まずは「V せよ／Ve よ」
「～Ve」について考察していきたい。 
V なさい」「V せよ／Ve よ」「～Ve」はそれぞれ、命令の意味を持つ表現である。では、それぞれの
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6 三省堂『大辞林』参照。 
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「V よう」「V ましょう」の一般的な用法について『日本語文型事典』を確認したい。 
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「V よう」「V ましょう」が、命令文あることを理解するためには、「V よう」「V ましょう」が使用






















については意識されていない。つまりこのことは、従来の JSL 児童生徒を対象とした教材は、JSL 児
童生徒が在籍する学年にふさわしい日本語の表現が使用されていないということである。例えば、高
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分析した教材 
【算数科】 
大創出版編(2014)『ずけいと文しょうだい小学 1 年』大創出版 
大創出版編(2014)『図形と文しょうだい小学 2 年』大創出版 
大創出版編(2014)『図形と文章題小学 3 年』大創出版 
清水静海ほか(2015)『わくわく算数 4 上』啓林館 
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清水静海ほか(2015)『わくわく算数 6』啓林館 
 
【数学科】 
大島利雄ほか(2012)『数学Ⅰ』数研出版 
藤井斉亮ほか(2014)『新しい数学 1~3』東京書籍 
 
【日本語教材】 
小柳昇(2002)『ニューアプローチ 中上級日本語〔完成編〕』語文研究社 
寺村秀夫(1983)『日本語表現文型 中級Ⅰ・中級Ⅱ』凡人社 
 
 
 
